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§１．研究成果の概要 

本研究は結晶面の発達した可視光応答型酸窒化物光触媒微粒子を調製し、それに助触媒を

サイト選択的に共担持することで電子・正孔の能動的分離輸送を可能とし、高効率な可視光水分

解反応を実現することを目的としている。2021 年度はペロブスカイト型構造を有する出発原料の調

製、フラックス存在下での窒化と粒子育成、ドーピング等の条件を継続して検討したほか、アンモニ

ア流通下での加熱を必要としない酸窒化物の調製法の開発に着手した。また、合成した酸窒化物

微粒子の光触媒活性を効果的に向上させる助触媒成分と担持手法を探索した。さらに、領域内共

同研究を通じて光触媒の物性と機能性の相関の解明に取り組んだ。 

出発原料を塩化物フラックス存在下、アンモニア気流中で加熱することで特定の結晶面を露出

した酸窒化物単結晶微粒子を合成可能となった。そのような酸窒化物光触媒には還元助触媒を

面選択的に光電着担持可能であった。また、還元助触媒を担持しておくことで、酸素生成助触媒

を光電着担持可能になり、酸素生成活性が向上することを見出した。これらは酸窒化物光触媒に

対する助触媒のサイト選択的な共担持に繋がる知見である。しかし、水素生成活性は低い水準に

とどまっており、酸窒化物光触媒の合成法と助触媒の共担持法の両方の改善が必要である。 

真空封管中で固体窒素源を反応させることで、アンモニア気流を用いずに酸窒化物を合成する

手法を発明した。閉鎖系を利用することで組成の制御性が改善され、長波長の可視光を吸収する

酸窒化物の合成が可能になった。合成した酸窒化物は水素生成助触媒と酸素生成助触媒を共担

持すると可視光水分解反応に活性を示すことを見出した。 

揮発性成分の添加により酸窒化物合成用の前駆体酸化物の結晶構造や粒子形態をある程度

制御できることがわかった。構造制御された前駆体を用いることで、従来よりも酸素生成活性に優

れる酸窒化物光触媒が得られた。 
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